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湯
ノ
見
岳
愛
育
会
は
、
大
分

県
日ひ

た

し

田
市
天あ
ま
が
せ
ま
ち

瀬
町
の
湯
ノ
見
岳
、

亀か
め
い
し
や
ま

石
山
、
大
分
県
玖く
す
ぐ
ん

珠
郡
玖く

す珠
町ま
ち

南み
な
み
お
い
が
ね

老
兼
の
日
田
市
有
林
で
活
動
す

る
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
。

　
豊
か
な
水
源
の
森
の
再
生
を
目

指
し
、
楽
し
み
な
が
ら
続
け
る
こ

と
の
で
き
る
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

忘
れ
去
ら
れ
た

森
の
再
生
を
願
っ
て

　

上う
え
の
ま
こ
と

野
誠
さ
ん
と
妻
の
朋と

も
こ子

さ
ん

が
湯
ノ
見
岳
愛
育
会
を
立
ち
上

げ
た
の
は
、
平
成
12
年
の
こ
と
。

き
っ
か
け
は
、
平
成
3
年
の
台
風

19
号
に
よ
り
約
８
８
０
０
h
a
の

風
倒
木
被
害
を
受
け
た
大
分
県
日

田
市
の
植
樹
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
た
こ
と
で
し
た
。

　

平
成
6
年
11
月
、「
水
源
の
森
再

生
に
か
か
わ
り
た
い
」と
考
え
た
夫

妻
は
、
湯
ノ
見
岳
で
行
わ
れ
た
植

樹
に
参
加
、
倒
木
の
伐
採
跡
に
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
や
モ
ミ
ジ
な
ど
数
千
本

を
植
え
ま
し
た
。
数
年
後
、「
ど
ん

な
森
に
育
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」と

現
地
を
訪
れ
た
夫
妻
が
目
に
し
た

の
は
、
一
面
ス
ス
キ
や
カ
ヤ
に
覆
わ

れ
、
苗
木
の
姿
も
見
え
な
い
忘
れ

去
ら
れ
た
よ
う
な
森
の
姿
。
地
元

の
過
疎
化
・
高
齢
化
も
あ
っ
て
、
植

林
後
に
十
分
な
管
理
が
行
わ
れ
な

か
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
夫
妻
は
、
平

成
11
年
に
二
人
だ
け
で
、
ひ
っ
そ
り

と
湯
ノ
見
岳
山
頂
付
近
の
下
草
刈

り
を
は
じ
め
ま
し
た
。

山
と
親
し
み
、

地
元
と
交
流
す
る
活
動
へ

　

二
人
だ
け
の
活
動
を
通
し
て
、

素
人
で
も
森
を
守
り
育
て
る
た
め

に
役
立
つ
こ
と
が
で
き
る
と
感
じ
た

上
野
夫
妻
は
、
平
成
12
年
2
月
か

ら
森
林
組
合
の
了
解
を
得
て
、
正

式
に
湯
ノ
見
岳
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
作
業
範
囲
・
内
容
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
活
動
を
通
じ

て
、
参
加
者
が
山
の
自
然
を
学
び
、

山
の
仕
事
を
経
験
し
て
、
地
元
と

交
流
す
る
こ
と
を
願
い
、
毎
月
第
４

日
曜
日
を
定
例
作
業
日
と
し
て
公

開
。
徐
々
に
支
援
の
輪
が
広
が
り
、

今
年
10
月
ま
で
に
行
っ
た
１
５
２
回

植樹風景（日田市有林）

ミヤマキリシマ群生地の整備作業（亀石山）

竹林の整備（日田市有林）

下草刈り作業（湯ノ見岳）
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の
定
例
作
業
に
は
、
延
べ
１
４
９
６

人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
に
は
日
田
市

と
日
田
市
有
林（
南
老
兼
）に
お
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
の

協
定
書
を
交
わ
す
な
ど
、
活
動
地

も
広
が
り
、
現
在
は
湯
ノ
見
岳
山

頂
部（
約
１
．
８
h
a
）、
亀
石
山
山

頂
部（
約
１
h
a
）、
日
田
市
有
林

（
約
1
0
h
a
）の
３
か
所
で
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

楽
し
み
な
が
ら

続
け
ら
れ
る
活
動
を

　

湯
ノ
見
岳
、
亀
石
山
は
阿
蘇
に

連
な
る
山
々
を
一
望
で
き
る
隠
れ
た

名
山
。
作
業
地
ま
で
は
車
で
行
く

こ
と
も
で
き
、
比
較
的
平
坦
地
で
、

初
心
者
や
小
中
学
生
で
も
十
分
活

動
で
き
ま
す
。

　

毎
月
の
定
例
活
動
で
は
、
参
加

者
は
午
前
10
時
に
天
瀬
振
興
局（
旧

天
瀬
町
役
場
）に
集
合
し
、
10
時
30

分
ご
ろ
か
ら
植
樹
や
下
草
刈
り
、

枝
打
ち
な
ど
の
作
業
を
行
い
、
昼

食
を
は
さ
ん
で
午
後
も
２
時
間
程

度
作
業
を
行
い
ま
す
。
作
業
は
あ

く
ま
で
マ
イ
ペ
ー
ス
。
全
部
で
き
な

く
て
も
、
次
回
も
ま
た
取
り
組
む

こ
と
で
、
い
つ
ま
で
も
続
け
ら
れ
る

活
動
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

　

作
業
終
了
後
は
全
員
で
市
営
の

温
泉
へ
。
日
田
市
に
無
料
入
浴
の

申
請
が
さ
れ
て
い
る
た
め
、
参
加

者
は
無
料
で
入
浴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
作
業
の
疲
れ
が
取
れ
た

と
こ
ろ
で
、
活
動
拠
点
の
古
民
家

で
手
づ
く
り
の
山
菜
料
理
な
ど
を

食
べ
な
が
ら
の「
反
省
会
」。
山
の

話
や
世
間
話
に
花
が
咲
き
、
参
加

者
同
士
の
親
交
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

交
流
の
楽
し
さ
も
あ
っ
て
か
、

毎
月
、
遠
く
か
ら
参
加
を
続
け
て

い
る
メ
ン
バ
ー
が
多
い
の
が
湯
ノ

見
岳
愛
育
会
の
活
動
の
特
徴
。

　

活
動
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
じ
て
毎
回
報
告
し
て
い
る
ほ
か
、

参
加
者
や
希
望

者
を
対
象
に
、

活
動
状
況
や
湯

ノ
見
岳
周
辺
の

現
況
を
記
し
た

「
湯
ノ
見
岳
通

信
」を
配
信
し

て
お
り
、
最
新

の
活
動
内
容
を

知
ら
せ
る
こ
と

で
活
動
に
参
加

し
や
す
い
体
制

づ
く
り
に
も
気

を
配
っ
て
い
ま

す
。

●会員数　113人
●活動フィールド　①大分県日田市天瀬町湯ノ見岳山頂部　②大分県日田市天瀬町亀石山山頂部
　　　　　　　　　③日田市有林（大分県玖珠郡玖珠町南老兼）
●活動日　原則毎月第４日曜日、６〜８月は第２・第４日曜日
●ホームページ　 http://www.h2.dion.ne.jp/~yunomi/

湯ノ見岳愛育会

森林ボランティア

湯ノ見岳通信 №147 2012.11.5
１０月２８日は雨のち晴の予報を信じて決行を決めまし

た。未明に土砂降りの雨も集合の頃には小雨模様で湯ノ見
岳山頂に着いたときは濃い霧に包まれていましたが、作業
準備中に霧も晴れ絶好の作業日和となりました。

参加者８名で主にカヤの刈り取りを行いました。
山頂のモミジは一部で紅葉が見られましたが、全体的には
まだでした。

作業前 作業後

１１月の定例作業日
１１月２５日(日) 天候不順の場合は１２月２日（日）

作業地 日田市有林（南老兼）：植樹地整備ほか
時 間 １０:００～１５:００
持参品 弁当､水筒､山･自然を愛する心(道具は用意します。)

服 装 軽作業の出来る服装・帽子
参加費 ５００円(森林ボランティア保険料ほか）

集 合 日田市天瀬振興局 １０時
１２月の定例作業日

１２月１６日(日) : 湯ノ見岳：人工林整備

作業を終えて記念撮影

「湯ノ見岳通信」
 毎回の作業報告や湯ノ見岳の状況などを、ハガキや
メールなどで参加者と希望者に知らせています。

林野 2012.1219


